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■工　事　名　称／（仮称）ロジクロス座間計画
■建　設　地／神奈川県座間市栗原字東原の５
■建　築　主／座間デベロップメント特定目的会社

（三菱地所株式会社の特定子会社）、
ＥＮＥＯＳ不動産株式会社

■設計・監理／株式会社フジタ一級建築士事務所
■施　　　工／株式会社フジタ横浜支店

■敷　地　面　積／，．㎡
■建　築　面　積／，．㎡
■延べ床面積／，．㎡
■構　　　造／Ｓ造一部ＲＣ造
■階　　　数／地上５階建て
■主　要　用　途／倉庫業を営む倉庫
■工　　　期／年４月１日～年月日

　ロジクロス座間はマルチテナント型物流施設です。建設地は、自動車関連企業の事業所跡地
に物流や商業が立地する新陳代謝が進んでいるエリアに位置しており、東名高速道路や圏央道
へのアクセスにも優れ、広域的な物流拠点立地としての優位性を備えています。
　建築計画は、中央車路を介して南北に倉庫・事務所・共用部、東西にランプを配置した中央
車路型ダブルランプ形式としています。また、免震構造・非常用発電機・井戸設備・太陽光パ
ネルなど施設機能を高める構造・設備を採用。敷地東側には仲良し小道を設け座間市へ提供し
地域社会にも貢献した計画となっています。

　デザインコンセプトは、固く無機質になりがちな物流施設に、潤いを感じる環境を創出する
「オアシス」です。外観は、基壇部から上部に向けて層を成し、フェードアウトする色彩構成
とすることで、蒸発していく水の動きを表現しました。「オアシス」は内部にも踏襲し、北エ
リアは「森」、南エリアは「水」を表現する内装・色彩計画としています。１階の南北休憩室
は森・水の要素の他、日常と非日常が一室で分節された不思議なワンダーランドのような空間
をつくりました。働く人を癒し、自慢したくなる施設となり、モチベーションの向上につなが
る設えを目指しました。

株式会社フジタ　経営改革統括部　物流事業統括部　物流計画設計部　皆川　和朗

MOVING TOMORROW
未来を動かす物流施設へ

　年４月に着工し、当社およびＥＮＥＯＳ不動産株式会社が共同で開
発を進めている「ロジクロス座間」が月日に竣工いたします。高品質
の施設建設を設計・施工の両面からご尽力頂いた株式会社フジタ様をはじ
め本プロジェクトに携わった関係各位、近隣の皆様に、心より御礼申し上
げます。
　当施設は、東名高速道路の横浜町田ＩＣ、圏央道の圏央厚木ＩＣ等、約
㎞圏内に４つのＩＣがあり、高い広域配送機能が見込まれる物流施設で
す。

　免震構造の採用や非常用発電設備導入などによる「安全性」、危険物倉
庫の設置・マテハンを想定した大容量電源導入などの「機能性」確保に加
え、ハイブリッド空調スマートマルチの導入や、自家消費太陽光発電設備
を備えることで、環境に配慮したサステイナブルな物流施設となっていま
す。
　今後も、ロジクロスのビジョンである「MOVING TOMORROW未来
を動かす物流施設へ」を信念とし、持続可能で豊かな社会の実現に向けて
新たな価値を提供し続けてまいります。
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